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　新型コロナウイルス感染症の拡大の状況によ
り、今号に掲載している各種事業・イベントなど
が、中止または延期される場合があります。実施の
有無などは、各問い合わせ先へご確認ください。

4 令和2年度国勢調査にご協力を

5 9月15日㈫～21日㈷は老人週間

身近にある、きれいな
自然をそのままに
市内在住の中学生動物写真家
藍沙さん
あい しゃ

動画メッセージを市公式YouTubeで配信
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あいしゃ

身近な自然を、
守りたい
～野鳥の姿に重ねた写真家の思い

　今号の表紙の人は、市内在住の中学生動物
写真家の藍沙さん。小学3年生の頃から動物
の写真を撮り始め、野鳥の撮影は小学5年生
の頃から。当時は動物園のバードショーなど
を撮影し、この時に得た知識や経験が、今の
野鳥撮影に生きていると言います。
　藍沙さんはこの夏、富士フイルムフォトサ
ロンが若手写真家を応援するプロジェクト
【写真家たちの新しい物語】で、「東京の野
鳥たち」と題した写真展を開催。公園や川な
ど都内の野鳥を捉えた写真約30点を展示し、
見る人に身近な自然の大切さを伝えました。
　「今回の展示会は、身近な自然というのを

モチーフにしていて。私も身近な自然を守り
たいという気持ちでやっているので。ピンク
の紅葉（表紙写真左の作品）がありました
が、一昨年は台風の被害が少なかったけれど
も、去年は日野市も大きな打撃を受けまし
た。その影響で、紅葉の色もだいぶ渋くなっ
てしまって。身近なきれいなものは本当に近
くにあるけれど、とても壊れやすい。私はそ
の、きれいな自然をそのままにしておきた
い」と語る藍沙さん。「ちょうどいいバラン
スでできているじゃないですか、日野市っ
て。人間と、動物と、きれいな自然と、清流
と。バランスを保っているけど、そのバラン
スも簡単に崩れることがある。（ファイン
ダー越しに）『（あの鳥は）今日はここにい
るけど、年々数が減っているな』とか『ここ
でも外来種が増えているな』とか。写真家
は、とても身近にそういうことを感じられる
立場にあります」
　将来的には、日本各地にすむ鳥や、海外の
鳥も撮影に行きたいとのこと。朗らかな笑顔
で、撮影にまつわるさまざまなお話をいただ
いた藍沙さん。ますますのご活躍を期待して
います。

FUJIFILM SQUARE（フジフイルム スクエア）内
富士フイルムフォトサロン 東京

　今回、藍沙さんの写真展を開催し、表紙撮影にご協力いただい
たのは、港区赤坂の富士フイルムフォトサロン。「写真文化」の
発展を掲げ、厳選された作品が展示される。
　1957年に銀座で開館。2007年に現在の場所に移転し、60年以上
の歴史を持つ。入館無料。 ▲富士フイルムフォトサロン 東京

▲「良い写真」は、最短5分で撮れることもあれば、どれだけ時間を
掛けても1枚も撮れないこともあるそう。

撮影
協力

▲国内外のさまざまな野鳥を撮りたいという藍沙さん。夢はヒ
クイドリやケツァール、ヘビクイワシなどの撮影。

表紙の人


